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耐震確認試験
Clicは独立行政法人都市再生機構都市住宅技術研究所の三次元振動台による耐震試験を平成18年7月26日に行い、

兵庫県南部地震・マク二チュ丁ドニ7．3（気象庁観測データによる）

十勝沖地震・マグニチュード：8．0（独立行政法人防災科学技術研究所観測データによる）の地震振動波のデータを入力し、

その再現試験で、破損・はずれ緩み等の不具合が発生しない事を確認しています。

すでに存在している既設の配巳に新たに計

画された光ファイバーケーブル敷設に関し

組立て済みのクリック（写票－1）部材を採用

することにより既存の配管に添わせる形で

施行出来る為に新規配管支持の工期を短縮し、

又部品点数を少なく、部品管理の軽減、取り

付け部材の軽量化による耐震強度の確認試

験を行いました。

十勝沖地震170％加震後の東端の状態　　　　Cljc－28変形

吊り下げボルトにより吊り下げられた電線管の動き

吊り下げボルトは激しく揺れ、開始後、最大振動の時に、東端、西端共に、梁の取付側の根本から塑

性変形を示し曲がった。

Clic－28（標準ゼノイ）は吊り上げボルトの曲がりに伴い、ヒンジ部が変形を示したが、破損、はずれ

は生じなかった。

別途技術資料をご用意してあります。お問い合わせ下さい。

動的振動疲労試験
スイス連邦材料試験所（EMPA）でポリアミドは、Crictopの荷重状態での動的振動疲労試験及び試験後の強度変化の確認試験で、

300万回の荷重変動による疲労試験をクリアーしております。

ドイツ国鉄が実験した、トンネル内の列車通過時の風圧、電線に掛かる負荷の基礎データを基に、実際に使用される同軸ケーブル

を使用し、300万回の繰り返し負荷をclicパイプクランプに与え、その前後のClicパイプクランプの破壊限界強度を測定しました。

Clicパイプクランプは、その疲労試験の前後に於いて、破壊限界強度に全く変化がない事が、実証されています。

試験体・…………………………………■Clictop40

国定物・…・・・　　　　・・……通信ケーブル（1033g／m）

変動荷重の周期……・　川・…4Hz

荷重変動回数

残留対応力

300万回

1．57KN

疲労試験 疲労試験90度縦方向 静止破壊試演
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第6節　勾配、吊り及び支持

2．6．3　吊り及び支持

配管の吊り、支持等は、横走り配管にあっては棒鋼吊り（棒

鋼を転造ねじ加＿1二した「吊り用ボルト」を含む。）及び形鋼振れ

止め支持、立て管にあっては形鋼振れ止め支持及び同定とし、

表2．2．19及び表2．2．20により行うものとする。

なお、施し要領は、標準凶（施T13～15）による。

表2．2．19　績走り管の吊り及び振れ止め支持間！鶏

棒 鋼 吊 り

；ビ ニ ル 管 、

耐 火 二 層 管 及 び

ポ リエ チ レ ン 管

1 0 m 以 下　 巨 ・伽 以 下

●l　　　　　 曾
日 加 以 下　　　　 壷　　 2■0 円以 下

鋳　　 鉄　　 管 棟 準 固 く施 工 16） に よ る．

ポ リ　プ テ ン 管
0 ．6

以下
0 ．7 m 以 下

1．Olb

以 下

詳 し鵠

鉛　　　　　　 管 1．5 m 以 下

形 鋼 振 れ

止 め 支 持

鋼 管 、 鋳 鉄 管 及 び

ス テ ン レ ス 細 管
Ⅶ 8．0 m 以 下 12 m 以 下

ビ ニ ル 管 、

耐 火 二 層 管 、

ポ ここチ レン管 及 び

ポ リ プ テ ン 管

6．0Ⅶ以 下 臥 0皿以 下 12 m 以 下

餉　　　　　　 雷 － 6 ．0 m 以 下 8 ．O lt 以 下 12 m 以 下

注7　調管、鋳鉄呈＝及びステンレス鋼管の配管及び径50以トビニル狩、ポリエチレン管、ポリプテン珊及ひ壌m＝の剋¶＝

呼び律2D以卜の℃この形鋼振れILめ文抽よ木質とし、必要な場合の支I．印紺献上特．盲己による′J

B　冷媒用銅閂の横走り管の棒鋼l■t川IJU桐は、仏準外律が9．52mm以卜の場合は1．5m以卜12＿7（）nlIn以l‾＿の場合

は2＿Om以下とし、形謝張れl【二め支持l制掛は削符に準ずるしただし、液軒・ガス管J仙川の地合は．徳竹の外律とする．

管 材 別 配 管 重 量 表

呼 び 径
外 径

（m m ）

一 般 配 響 用 ス テ ン レ ス パ イ プ 職1 建 築 用 鋼 管 類2 硬 賞 塩 化 ビ ニ ー ル ラ イ ＝ ン グ 鋼 管 水 道 用 乗 船 め っ 書 鋼 管 姫8

S u A B 賞 量 （也 血 ） 賞 量 （k が m ） 質 量 （k か m ） 質 量 （k 少 m ）

1 0 1 0 3／8
1 2 ．7

1 7 ．3 0 ．2 4 0 ．2 2 0 ．8 5

1 3 1 5 1ノ2
1 5 ．8 8

2 1 ．7 0 ．3 0 0 ＿3 0 1 ＿4 0 1 ．3 1

2 0 2 0 3 ／4
2 2 ＿2 2

2 7 ．2
0 ．5 3 0 ．4 9 1 ．8 2 1 ．6 8

2 5 2 5 1
2 8 ．5 8

3 4 ．0
0 ．6 9 0 ＿6 9 2 ＿6 1 2 ．4 3

3 0 2 5 1 3 4 ，0 0 ．9 8

4 0 3 2 1 1／4
3 4 ，9 3

4 2 ．7
1 ．2 4 1 ．0 2 3 ．6 1 3 ．3 8

5 0 4 0 1 1ノ2
4 1 ．2 8

4 8 ．6 1 ．4 2 1 ．3 9 4 ，1 6 3 ，8 9

6 0 5 0 2
5 3 ＿9 8

6 0 ．5 2 ．2 0 2 ．1 7 5 ，6 6 5 ．3 1

7 5 6 5 2 1／2
6 6 ．6 8

7 6 ．3 2 ．7 9 3 ．0 1 7 ．9 2 7 ．4 7

8 0 8 0 3
7 9 ．3 8

8 9 ，1
4 ．3 4 3 ．9 9 9 ．5 0 8 ，7 9

1 0 0 1 0 0 4
1 0 4 ，7 8

1 1 4 ．3
5 ．5 g 6 ．9 3 1 3 ．10 1 2 ．2

1 2 5 1 2 5 5
1 3 0 ．1 8

1 3 9 ．8
6 ．8 7 9 ．9 1 1 6 ．2 1 1 5 ．0

1 5 0 1 5 0 6
1 5 5 ．5 8

1 6 5 ，2
1 2 ．1 1 3 ＿3 2 1 ．5 0 1 9 ．8

2 0 0 2 0 0 8 2 1 6 ，3 1 5 ．9 3 2 ．3 7 3 0 ．1

2 5 0 2 5 0 1 0 2 6 7 ．4 1 9 ．8 4 5 ．8 3 4 2 ．4

3 0 0 3 0 0 1 2 3 1 8 ．5 2 3 ．6 5 7 ．0 8 甲 ・0

注 ） ：1 ．外 径 欄 の 内 上 段 は 建 築 川 鋼 管 サ イズ を 示 す ．，

2 ． －－・般 配 節 用 ス テ ン レ ス パ イプ は 呼 び 径 2 5 S u 迄 が 建 築 用 銅 管 サ イズ （A S T M J で 3 【）S u （2 5 A ）以 上は ノ水道 用 亜 鉛 め っ き鋼 管 サ イ ズと な って い る 。

3 ． ミ繋 l J IS G 3 4 4 8　　 ※ 2　 至皇 薬 用 銅 管　 M t y p e　　 ※ 3 JT S G 3 4 4 2




